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はじめに  

 

 島根県は、人口減少が進むとともに、全国に先駆けて少子・超高齢化社会に突入しています。

本県の人口は、現在約 64 万人ですが、このうち約 80％にあたる約 51 万人が都市計画区域内に居

住していることから、本県が持続的に発展をし、県民が快適に暮らせる社会を築くためには、効

率的な都市機能を維持することが不可欠です。 

 秩序ある都市整備を進めるため、都市計画法等の諸法令は社会の変化に応じて適宜改正及び制

定されており、平成 26 年には都市再生特別措置法が改正され、居住や医療・福祉、公共交通等の

様々な機能の立地の適正化を図るため、市町村が都市計画区域内において立地適正化計画を定め

ることができるようになりました。 

今後のまちづくりでは、人口減少、超高齢化社会にふさわしいコンパクトな都市を目指す必要

があります。各地方公共団体には、都市計画制度を有効活用し、地域にあったまちづくりをどの

ように進めていくかが今まで以上に問われており、都市計画の役割はますます大きくなるものと

思われます。 

県では、「人口減少に打ち勝ち、笑顔で暮らせる島根」の実現を目指し、地域の皆様の意見を伺

いながら、市・町と連携し、都市計画の策定、都市施設の整備に取り組んでいきたいと考えてお

ります。 

 本書は、現在の都市計画制度の概要や島根県の都市計画の現状をご紹介するものですが、都市

計画に携わる方々はもちろん広く一般の皆様に都市計画行政に関する理解を深めていただくとと

もに、まちづくり等に活用して頂けることを願っております。 
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表紙概要 

 

 都 市 計 画 道 路 新 庄 飯 田 線 （ 主 要 地 方 道 松 江 木 次 線 バ

イ パ ス ） は 、 渋 滞 の 解 消 と 自 転 車 歩 行 者 の 安 全 確 保 、

さ ら に は 商 業 活 動 の 活 性 化 を 促 し 、 木 次 線 沿 線 の 良 好

な環境 形成 を図 るこ とを 目的と して、平 成 14 年 度より

整備を 進め られ まし た。  

 こ れ ま で 木 次 側 か ら 順 次 完 成 し 共 用 し て お り ま し た

が、こ のた びの ４工 区の 完成に より 、全 体延 長２ ,２４

６ｍが 全線 開通 いた しま した。  

 開 通 に よ り 、 市 街 地 で の 渋 滞 解 消 や 、 学 校 、 病 院 、

商 業 施 設 等 へ の ア ク セ ス 向 上 が 図 ら れ る ほ か 、 沿 線 の

ま ち づ く り が 促 進 す る な ど 、 当 地 域 の 発 展 に 大 き く 寄

与する もの と期 待し てい ます。  


